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研究ノート
地域の大学連携による学生の
国際キャリア開発プログラム
「国際実務英語1」の取り組み
眞　貝　沙　羅
Experiences　and　Challenges　of　International
　　CareerDevelopmentEnglish　Camp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SHINKAI　Sara
1．地域の大学連携による学生の国際キャリア開発プログラム
　地域の大学連携による学生の国際キャリア開発プログラムは国際分野に
おけるキャリア教育実現のため、平成16年度から毎年実施されて来た国
際キャリア合宿セミナーの実績を基に平成21年度から3年間を期限に文
部科学省の「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」の助
成を受け発展した事業である。プログラムは将来、国際協力、国際ビジネ
ス、国際交流などの分野を通して世界を舞台に活躍する学生を支援するこ
とを目的としている。また、合宿セミナーを通して国際分野の専門知識と
それを運用するための外国語能力を高め、国内外でインターンシップを行
い、実践能力を身につけることを目指している。当プログラムは栃木県内
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の白鴫大学、宇都宮大学、作新学院大学の三大学が運営主体となり、それ
ぞれの大学の特色と教育研究分野の強みを活かし連携しながら、各種委員
会を設置し実施されている（図1参照）。さらに、国際協力機構JICA地
球ひろば、大学コンソーシアムとちぎ、栃木県国際交流協会を始めとした
地域の自治体や産業界との協力関係もプログラムの特徴である。
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図1．実施運営体制
2．プログラムの背景
　北関東工業地域の一角を構成する栃木県には、海外展開企業が多く立地
している。栃木県経済同友会を通じたアンケート調査によれば、地元産業
界はその事業展開上、国際的知識や外国語運用能力を備えた人材を必要と
していることが判明した。一方、地域企業が雇用する外国人就労者を含む
在住外国人も、たとえば栃木県では35，000人を超えている（平成21年12月
現在）。これら自治体の、多様な価値観と歴史を有する外国人との共生や
交流あるいは在住外国人の増加にともなう諸課題の解決のために異文化や
外国語に通じた人材への二一ズは高まっている。また、これら行政的課題
解決に協力する市民団体も国際理解に通じた人材を必要としている。こう
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した地域的社会的背景を踏まえ、栃木県の大学で学ぶ学生も、国際分野で
の就業に高い関心を示していると言える。
　白鴎大学がある栃木県小山市でもまた、異文化が身近になっている。本
学で学ぶ学生にとっても外国籍の市民が近隣に住んでいたり、アルバイト
先で様々なバックグラウンドを持った人々と働くことは日常的になってい
る。また、本学の教育学部では将来教師を目指す学生も多いが、教育実習
に行った先で外国人児童への対応に戸惑うといったことも起きている。
「国際」と言った時、必ずしも海外に出ていていくことだけを意味するの
ではなく、身近な国内の地域においても多様な文化背景を理解し、高いコ
ミュニケーション能力を持った人材の育成が求められている。また、昨今
「内向きの学生」が増えていると言われ、各大学での海外留学希望者数が
減るなどの現状の中、国際分野で働く醍醐味ややりがいを、日々実務を通
して体験している実務者を講師に呼んで、その体験を共有し将来へのきっ
かけとしてもらうことが当プログラムの大きな特徴となっている。
3．新規開設科目
　前項で挙げたような地域および学生の二一ズに対応するために、プログ
ラムでは平成22年度今までの国際キャリア合宿セミナーをリニューアル
した「国際キャリア開発基礎」と、同様のコンセプトを基に英語で実施さ
れる「国際実務英語1」、「国際キャリア開発特論」の授業を新たに開設し
た。これらの科目には、長期休暇中に2泊3日～3泊4日の合宿形式で実
施され、栃木県のみならず全国から学部・学年を問わず大学生が集まっ
た。他にも国際分野に関わる国内の団体で実習を行う、「国際キャリア実
習1」が既に開講されており、来年度には海外の企業や団体で実習を行う
「国際キャリア実習II」という授業も開設される予定である。本研究ノー
トでは、特に本学が担当した「国際実務英語1」の授業を事例にプログラ
ムの効果と今後に関して説明する。
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4．国際実務英語1
1）概要と参加者
　国際実務英語1は本プログラムの新規科目として、平成22年9月18日
～20日に栃木県芳賀青年の家で実施された。本学が中心となり、宇都宮大
学・作新学院大学と連携して、国際社会で活躍する人材養成に向けて国際
キャリア教育を英語で実践することを目的とした新しい取り組みである。
国際分野で英語を使って仕事をしてきた実践者の方々を講師として迎え、
分科会ではHumanitarian　Aid　and　Peace　buiiding（人道支援と平和構築）、
MediaandPeaceEducation（メディアと平和教育）、FoodSecurity
andAgriculture（食糧安全と農業）、Cross－CulturalCommunication
for　Inbound　Tourism（異文化コミュニケーションと観光）、Business
Communication（ビジネス・コミュニケーション）の5つのテーマが取
り上げられた。本学の学生はもちろん、栃木県内外の学部生と大学院生、
社会人の参加者が、専攻や学年を超え合計54名が集まった。参加者の詳
細は、表1と2の通りである。
表1．国際実務英語1参加者内訳（大学別）
宇都宮大学 27名 足利工業大学 1名 宮崎大学 1名
白鴎大学 14名 立教大学 1名 大学不明 1名
国際医療福祉大学 1名 岩手県立大学盛岡短期大学 2名 社会人 1名
東京大学 1名 共愛学園前橋　国際大学 4名 合計 54名
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　　　　　　表2．国際実務英語1参加者内訳（学年別）
1年生 24名
2年生 13名
3年生 9名
4年生 5名
その他（大学院生・社会人） 3名
2）目的
　国際社会で活躍するにあたり、言語や文化の相違など乗り越えるべき壁
も多く存在するが、英語はその壁を乗り越える一っのツールである。近
年、英語を積極的に取り入れる企業が増えているように、実践的な英語力
が強く求められている。国際舞台では、完壁な英語や正しい文法を話すこ
とよりも、英語をツールとして様々なバックグラウンドを持った人々と関
係を築きながら、仕事をしていく必要がある。本セミナーでは、「英語を」
学ぶのではなく、「英語で」国際分野の知識を学びながら国際人として不
可欠なコミュニケーション能力を高めることを目指した。まずは英語を話
す恐れや心配を取り除き、英語でのコミュニケーションを楽しむというコ
ンセプトをもとに、一人ひとりの意見を大切にするルールが設けられ、開
講式の際に参加者全員で共有された。運営側でも英語の授業をするのか、
という点でかなりの議論があったが最終的には英語で国際キャリアについ
て学ぶことを目的とした授業構成となった。
国際実務英語1のコンセプト
①専門性〈学ぼうとする気持ち　highspiritstoIearn＞Iearningtechnicality
　恐怖く刺激stimulation＞fear
②他者とのつながりを大切にする心　connectingwith　others
　キャリアは「個人」プレーヤー＜「チームワーク」careerisa
　team　piayer＞individuality
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国際実務英語1のルール
①積極的に多くの意見を言おう、一人ひとりの参加が大切。
　Be　active　and　positive
②異なる意見を否定しない。Be　respective　of　other　opinions
③他の発想と結び付けて発展させる。Be　imaginative，think　about
　connections　and　common　points
④時間厳守　Be　punctuaI
⑤そして、健康に注意をしよう。Stayhealthy
　また、大学や学年、専攻の違いを超えた集まった参加者の多様性を最大
限活用するため英語レベルに合わせたクラス分けは行っていない。この点
にっいても、運営側では何度か議論が交わされたが、英語の得意・不得意
で学生の参加が限定的なものにならないよう敢えて異なる英語レベルの学
生をミックスすることで、お互いに刺激のし合いや、助け合いが起きるこ
とを狙った。また、英語レベルの違いを補うために、比較的英語に自信の
ある学生が各分科会にファシリテーターとして授業の進行に参加した。留
学生の参加も積極的に促進され、T／Aなどとしてサポート役を務めた。
3）授業プログラム
　セミナー初日は各界の第一線で活躍されている講師に、それぞれご自
身の仕事にっいて、体験を基に英語でお話しいただいた。また、ワーク
ショップ形式で英語を学ぶ楽しさや効率的に英語を身につけるためのスキ
ルを学ぶ場とした。2日目は、各講師を囲む分科会が用意され、その分野
における仕事の内容、やりがいと問題点、求められる資質・能力、専門知
識を学び、中間発表会によって英語でのプレゼンテーション能力も高める
ことを目指した。3日目は、参加者による英語でのプレゼンテーションが
用意され、学びの成果が発表された（表2参照）。
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表3．国際実務英語1プログラム
1日目 時間 プログラム内容
午前 開講式・オリエンテーション全体講義（SkiIIs　of　Leaming　Foreign　Language）
午後 誓約書記入講義（A）～（F）各10分
夜
ファシリテーター講師打合せ
交流会
2日目 午前 全体講義（分科会とプレゼンテーションのための英語表現）分科会（適宜休憩）
午後
分科会（適宜休憩）
発表準備
夜
中問発表（10分程度）
発表準備
3日目 午前 発表準備
全体発表
午後
総括
閉講式（修了証授与）
4）全体講義
“Skills　of　Leaning　Foreign　Language～1日で500単語の記憶を可能にす
る元ハーバード人気講師が教える語学学習術とは？～”
　全体講義では、民間機関や公的機関の人材育成に携わる株式会社アク
ティブラーニング代表取締役社長羽根拓也氏を招き、外国語習得のスキル
を学んだ。心理学や大脳生理学を応用した、実践的な語学習得ワークを取
り入れた授業で、参加者の評判も大変高かった。羽根氏の授業は外国語習
得のためには能動的な学びが不可欠ということで、体を使いながら講義だ
けではなく学生自身が互いにアウトプットをし合う参加型の授業となっ
た。また、英語の不得意で学生の参加を限定しないため、ここでは敢えて
タイ語を使って反射トレーニング等を実施した。以下がトレーニング内容
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と紹介された理論の詳細である。
・シャドウィング…20回繰り返す→頭の中で音が流れる「リフレイン」
音の記憶が大切音を固める第1トレーニング→「サウンドインプット」
・既知化一音を脳内の既存情報に置き換える→五感を使うと何倍も記憶し
やすい
Q．うまく記憶できたのはなぜか　　A．IT理論（記憶の原理原則）
・IT理論
：1二欝判定着一印象・回数
・IMR（回数の技術）
　・input　・mix　・recall→インプットしたらすぐにアウトプットす
　　る。その際にミックスし、弱いところを集中的に行う。
　また、授業の後半では、参加者がペアを作り英語のみで目隠しをした
パートナーを目的地まで導くというマインド強化トレーニングを実施し実
践的な英語表現を使いながら体で、英語習得の手法を学んだ。‘‘Dialog　in
the　dark”と呼ばれるワークで、視覚を取り除くことで他の五感が研ぎ澄
まされた状態を語学習得に応用している。最後にまとめとして、羽根氏は
語学習得のための技術をBTMとして説明した。BTMとはすなわち、B
Brain（脳を使って、印象×回数）、T　Tool（Ybutube、Google翻訳を利
用する）、M　Mind（話したいことを学べ）を指す。英語を始めとした外
国語はあくまで手段であるが、外国語習得によって世界が何倍にも広がる
魅力が強調されたことは学生のモチベーション向上に繋がった。
一380一
地域の大学連携による学生の国際キャリア開発プログラム「国際実務英語1」の取り組み
5）分科会
　分科会では前述した、HumanitarianAidandPeacebuilding（人道
支援と平和構築）、MediaandPeaceEducation（メディアと平和教
育）、Food　Security　and　Agriculture（食糧安全と農業）、Cross－CulturaI
Communication　for　lnbound　Tourism（異文化コミュニケーションと観
光）、Business　Communication（ビジネス・コミュニケーション）の5
つのテーマ毎に学生が興味・関心に合わせて10人前後の小グループに分
かれた。プログラムの特任教員の人脈や本学の英語科の教員の方々にもご
協力いただき、講師は各分野で実際英語で仕事がしたことがあり英語での
指導だけでなく国際分野での自らのキャリアを提示できる方々に依頼し
た。その結果、国連職員、大学教員、現役の通訳ガイドや貿易業従事者な
ど多彩な講師を迎え、生の声を交えながら積極的な英語でのディスカッ
ションが展開された。また講師やT／Aの留学生はカナダ人、オーストラ
リア人、ガーナ人など多様で、様々なアクセントを持つ英語に触れる機会
ともなった。
　授業形態としては、普段の大学の授業ではなかなか取り入れられない参
加型形式で、実際に来日した外国人に日本を案内するためのシミュレー
ションや、ビジネス・プランを考えるなど学生一人ひとりの発言と貢献が
求められるものとなった。また、難民キャンプの実情やアフリカの飢餓の
問題を写真や映像など視覚的教材を多用して紹介する分科会もあり、参加
者には大きな刺激となったようである。少人数の分科会形式では、参加者
間の交流も盛んで、英語レベルを超えた助け合いも生まれた。分科会終了
後には学生自身がディスカッションをリードし、発表準備へと移った。
6）発表準備・最終発表
　分科会の成果として、合宿セミナー二日目の夕方以降は学生主導で翌日
の最終発表に向けた発表準備が実施された。具体的には学んだこと3点
と、その根拠、3つのキーワードをまとめ、学んだことを振り返った。発
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表形式は自由で、基本的にはパワーポイントを使いながらドラマを取り入
れた分科会もあった。各分科会は10分以内で発表をまとめることが決め
られていて、時間を過ぎる分科会は一つもなく良く計画されていた。発表
後には会場から自由に質疑応答がなされ、英語でのやりとりとは言え物怖
じしない堂々とした質問が行き交い、活き活きとした議論がなされた。発
表は用意してきた原稿である程度対応出来るが、フリーの質疑応答では学
生の英語力が一番問われた部分で、発表者となった学生も大変緊張もして
いたようである。
lmportantkeywords　Reasons　Group’saction　plan
ooo
図2．発表方法
5、国際実務英語1成果
2泊3日の合宿中、毎日とっていたアンケートを見ると「国際実務英語
1」の参加者の高い満足度が伝わる。7～8割近い参加者が全てのプログ
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ラムに「大変満足」または「満足」と応えている。実務経験豊かな講師、
学生参加型の全体講義と分科会、強制ではない英語学習の魅力、そして合
宿形式という他大学の学生や講師と膝を突き合わせて交流した人的ネット
ワーク構築も合宿セミナーの大きな収穫となったようである。以下、学生
のアンケート結果及び参加者の声を抜粋する。
アンケート結果
0％ 20％ 40％ 60％
講師
初日全体講義
講義
2日目全体講義
分科会
全体発表
総括
交流会
実行委員の対応
←
8％　　100％
園5：大変満足
鰯4：満足
羅3：普通
羅2：不満足
難1：大変不満足
一1不参加・未回答
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参加者の声
学生1
11earned　many　things　from　this　program　and　l　met　many　peop『e
that　everyone　is　shining．（略）I　did　not　know　how　Engiish　is　useful
for　us、I　realized　that　English　was　the　real　globaI　Ianguage．English
can　make　us　link　together，make　us　friend，it　has　big　power　and　give
US　COU「age・
学生2
1met　many　new　peopIe　and　that　was　good　stimuiation　for　me．i
got　new　friends．We　taIked　about　many　things．I　could　hear　other
people’s　opinions　and　those　opinions　benefited　me．This　seminar
was　good　for　me！This　gave　many　things　to　me．I　would　like　to
participate　the　nextseminan
学生3
1t　was　on［y　three　days　to　Iearn，but　it　was　so　many　things　what　we
could　iearn．Lecturers　taught　us　many　things　like　vocabularies，
cultures，and　communication　skiIis、What　is　more　was　that　I　could
meet　some　new　friends！They　also　telI　me　some　great　things．I
could　realize　it’s　hard　to　share　each　ideas，but　it　is　important．We
tried　to　discuss　about　our　theme，and　tried　to　soIve　theme．That
istheprocesstoieamingskiIls」nthisthreedays，Ilearnedthat
importance　ofdeai　withfriends　notonlystudying　English．
ファシリテーターとして参加した学生
　ファシリテーターと参加すると、やはり意識も変わり集中して活動
できたので、得る物の多いセミナーでした。実際ちゃんと仕事をこな
せたかというと、まったく自信はありませんが楽しかったです！意識
の高い学生と活動できて良かったです。
　また、この他にも当初運営側が予測していなかった前向きな成果もあっ
た。例えば、今回留学生韓国や中国の留学生の参加があった。普段使って
いるハンディのある日本語ではなく、日本人学生も苦労する英語でコミュ
ニケーションするということでお互いに対等の立場で話し合うことが出来
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地域の大学連携による学生の国際キャリア開発プログラム「国際実務英語1」の取り組み
たようである。ディスカッション形式の授業を通して、「日本人学生とこ
こまで話せたのは初めて」という声も出たように、留学生と日本人学生の
交流が促進されたという副次的効果があった。また、多くの留学生が分科
会をリードし積極的に発言している姿も印象的であった。
　分科会やディスカッションの多い全体講義や、寝食をともにしたことで
参加者の間には大学間を越えたネットワークが形成され、参加者の問では
合宿セミナー後も個人的な付き合いや情報交換が続いたようである。同内
容の日本語の合宿セミナーにも参加した学生も多く、接点が増える中で参
加者の中からOB会が発足され、現在ソーシャル・ネットワークのmixi
などを中心に学生の輪が広がり当プログラムの運営に関わるなど自主性の
育成に繋がっている。その後、運営側としても合宿セミナーを単発のイベ
ントで終わらせないようフォローアップのための各種セミナー（テーマは
ファシリテーションやコミュニケーション能力向上など）を用意し、次回
からの合宿セミナーの内容に反映させるべく学生とのブレーンストーミン
グやヒアリングを続け、学生と運営側の教職員の間に少しずつ強固なネッ
トワークが築かれている。また、合宿セミナー後、平成22年11月にはミ
ニ合宿ということで主に合宿セミナー参加者に声をかけリーダー育成のた
めのミニ合宿を1泊2日で実施した。今後、OB会メンバー、ミニ合宿参
加者が中心となり運営側にも主体的に関わってくれることが目標となる。
　また、「国際実務英語1」の実施にあたって特筆すべきことは授業の運
営を8名の学生実行委員中心に実施されてきた点である。合宿セミナー実
施に向けて夏季休暇中や昼休みを利用して、5回程の集まりが持たれ学生
の視点での二一ズやアイディアが出され、合宿セミナーのプログラムや運
営体制を支えてきた。それまで、合宿セミナーでは多くの事務職員、教員
を動員し学生は参加者としてのみの役割を担っていた。今回は初めて学生
を運営側に巻き込むことで、実行委員個々の企画運営能力、組織力向上に
も繋がったと言える。
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眞　貝　沙　羅
6．今後の課題
　国際実務英語1は、初めての試みとしてユニークな授業方法や外からの
講師を取り入れ学生からも高い評価を受けるに至った。しかし、今後は参
加者から運営側に参加し始めている学生達の意欲が一過性で終わるのでは
なく、組織として定着する仕組みづくりが必要となってくる。ミニ合宿を
実施した時点で、まだ「学生一サービスを受ける側」、「教職員一サービス
を提供する側」という構図は根強いと感じている。学生からどんどんアイ
ディアを出して運営主体になって欲しいということは折に触れて伝えてい
るつもりではあるが、様々な大学から参加しているため一同に集まること
の難しさや、他の授業、サークル活動、就職活動という忙しい大学生活の
中で継続的に関わってもらうためには魅力あるプログラムを提供し続ける
だけではなく、運営が機能していくような最初の滑り出しとなる「しか
け」が必要となる。各種セミナーや広報企画を実施しながら、このしかけ
については試行錯誤の最中である。
　また、今回国際実務英語1には14名本学から参加しているがまだまだ
学内では知名度が低い。全てが英語で行われる授業ということで敷居が高
いということはあるかもしれないがそれ以上に、学内でまだ知られていな
い。今後新入生向けのオリエンテーションの際や、その他での合宿セミ
ナーなどの機会により広報を強化し、まだ開拓していない学生の二一ズに
応えるべく授業の内容自体もバージョンアップしていく必要がある。特
に、大学の用意する海外研修から帰国した学生などは帰国しても英語に触
れたいという高い動機を持っているはずであり、そのような二一ズにも応
えるべくさらにプログラムを展開して行く必要陸がある。来年度は同じ9
月に第二回となる国際実務英語1が実施されるだけでなく、その上級編で
ある国際実務英語IIも初めて実施される。今回の反省や課題を活かしてよ
り、知名度が高く充実したプログラム実施を目指したい。
　　　　　　　　　　　　　　（本学教育学部教育科学研究所特任講師）
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